
～学生生活についての説明～ 



大学は 

学生生活全般を支援します。 



早稲田大学の学生生活支援 

学生への
支援 

奨学金 

トラ  
ブル回
避 

からだ 
こころ
の健康 ハラス  

メント
防止 

障がい
学生支
援 

留学・
学生寮 



奨学金～経済面での支援 

• 大隈記念奨学金（給付） 

• 小野梓記念奨学金（給付）など 学内 

• 日本学生支援機構奨学金（貸与） 

• 民間団体奨学金（約１００団体、８割が給付） 

• 留学生を対象とした奨学金 
学外 

• 家計の急変 

• 災害（東日本大震災被災学生支援奨学金など） 

• その他 
緊急時 

奨学金情報『Challenge』を是非見よう 

『Campus Handbook』 p.166 を参照 



トラブルの回避／トラブルへの対処 

• カルト集団、政治セクト、マルチ商法、
キャッチセールス 勧誘 

• 架空請求、不当請求 請求 
• ＳＮＳ・ブログ等への不用意な書き込み、
情報セキュリティ ネット 

• 未成年飲酒、飲酒強要（アルコールハラ
スメント） 

 

飲酒 

•覚せい剤、大麻、脱法ドラッグ 
 薬物 

『Campus Handbook』 p.178-181・186を参照 

「学生生活110番」 03-3202-0706（学生生活課）   
または 03-3203-4300（早稲田キャンパス通用門） 



からだ・こころの健康 

保健センター（２５号館） 

こころ・悩み 

精神的なつらさ、
人間関係 

こころの  
診療室 

学業・トラブル・
法律相談 

学生相談室 

からだ 

内科・整形外科 

診療室 

『Campus Handbook』 p.174-175を参照 



ハラスメントの防止 

セクシュアル・
ハラスメント 

パワー・ハ
ラスメント 

アカデミッ
ク・ハラスメ
ント 

• ハラスメント行為とは？ 
– 性別、社会的身分、人種、国
籍、信条、年齢、職業、身体的
特徴等の属性あるいは広く人
格に関わる事項等に関する言
動によって、相手方に不利益
や不快感を与え、あるいはそ
の尊厳を損なうこと 

• 早稲田大学では 
– 大学における優越的地位や指
導上の地位、職務上の地位、
継続的関係を利用して、相手
方の意に反して行われ、就学
就労や教育研究環境を悪化さ
せる行為全般 



• 優越的地位や継続的関係において行われる意
に反する性的な言動のことで、それによって相
手方に不利益や不快感を与え、教育研究活動
や職場環境を悪化させること 

セクシュアル・ 
ハラスメント 

• 教育・研究の場で優越的な地位にある者が行う
不適切な言動・指導・待遇のことで、それによっ
て相手方の勉学・研究意欲や学習・研究環境を
害すること 

アカデミック・  
ハラスメント 

• 職場（学生間）において、職務上（組織上）の優
越的な地位にある者が行う不適切な言動・指
導・待遇のことで、それによって相手方の就労
（就学）意欲や就労（就学）環境を害すること 

パワー・     
ハラスメント 



学生は、被害者にも加害者にもなりえます！ 

◎教員と学生 
◎学生と学生 
◎職員と学生 
◎本学学生と学外者 



ハラスメント防止室への相談申込（電話、メール、ＦＡＸ等：匿名も可） 

相談員との面談（要予約、匿名不可） 

苦情処理の申込み 

苦情処理担当委員との面談（解決策の検討） 

相手方との調整、必要な学内手続き 

『Campus Handbook』 p.173を参照 





障がい学生支援 

• 障がい学生支援室 

• ノートテイク、パソコン通訳、点字教材
作成、移動支援等 

身体障がい 

• 障がい学生支援室分室（発達障がい
学生支援部門） 

• 保健センター：カウンセリングやアド
バイス 

• コースナビ「アスペルガー障害を知っ
ていますか？ 

 

発達障がい 

『Campus Handbook』 p.171を参照 



困った時の相談窓口は 
学部における相談窓口 

（教育学部事務所、クラス担任、教育学部学生生活委員会、   
学生担当教務主任） 

こころの診
療室 

学生相談
室 

ハラスメン
ト防止室 

その他の
学内機関 

学生主体の支援団体もあります 



どこに相談してよいか、 

わからないときは・・・ 

「学生生活何でも相談窓口」もあります。 

 ＊教育学部ホームページ「在学生の方へ」の
「相談窓口」から簡単に相談できます。 

相談内容や個人
情報は固く守られ
ます。 



• 学生生活委員会の相談窓口教員 

–本田恵子先生（委員長） 

–高橋あつ子先生 

          （副委員長） 

• 学生担当の教員 

–小森宏美（教務主任） 

–浜邦彦先生（教務副主任） 
 

メールで相談の申込ができます。 

 



成績不振の２大要因 

• 第一段階：深夜遅くのアルバイトを行う 

• 第二段階：生活が昼夜逆転する・疲れる 

• 第三段階：授業に出られなくなる 

• 第四段階：成績不振となる 

アルバイト 

• 第一段階：サークル活動に熱中する 

• 第二段階：サークルを優先し授業に出なくなる 

• 第三段階：成績不振となる 
サークル 

★学生生活に慣れるまで、アルバイトは控えめに！ 

★サークル活動は授業優先で！ 



節度とルールを守って 

学生生活を送りましょう 

• 人として当然のマナーを身につける 
 

• 早大生として守るべきルール 

–早稲田大学学則 

–課外活動等に関する規程など 
 

• 違反行為と懲戒処分 

–訓告 

–停学 

–退学 
『Campus Handbook』 p.182-185を参照 



充実した学生生活を！ 


